
 

令和８年９月１日（火） 

令和８年度 第２学期 校長の話 

  

 皆さん、おはようございます。 

まじめに、令和８年熊本地震や千葉県、石川県、富山県を中心とした豪雨で被害に遭わ

れた皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

夏休みが終わり、今日から第 2 学期が始まります。夏休みは、皆さんにとってどんな時

間だったでしょうか。部活動に打ち込んだ人、家族や友達と過ごした人、会社見学、オー

プンスクールやアルバイトに集中した人、それぞれが有意義な時間を過ごしたことと思い

ます。 

 夏休み中、中学生対象の体験入学・学校説明会を行いました。たくさんの中学生が来て

くれました。生徒会や部活動生徒の皆さんが協力をしてくれて、親切、丁寧に対応してく

れました。素晴らしい生徒たちだなと大変うれしく感じました。生徒の皆さん、ありがと

うございました。 

 

さて、2 学期は 1 年の中でも最も長い学期です。そして文化祭、体育祭、ロードレース

大会、修学旅行、進路行事、部活動の大会など、たくさんの行事やチャレンジの場が待っ

ています。言い換えれば、自分を成長させる、今の自分を超えるチャンスが最も多い時期

でもあります。この２学期を、どう過ごすか。それが皆さんの高校生活を決めるだけでな

く、これから先の人生にも大きな影響を与えます。 

 

今日は、２学期の初めということで、３つ話をします。一つ目は「非認知能力が人生を

変える」という話をします。 

 さて、皆さんは学校で何のために勉強しているのでしょうか。 

テストで良い点を取るためでしょうか。 進学するためでしょうか。もちろん、それも大

切です。しかし、今日は「学力以上に大切な力」と言われていることについて話をしたい

と思います。 

それは「非認知能力」と呼ばれるものです。難しい言葉ですが、簡単に言えば、 

あきらめずに続ける力 

〇あきらめずに続ける力 

〇自分をコントロールする力 

〇挑戦する勇気 

〇人と協力する力 

〇コミュニケーション力  

〇自分の強み・弱みを理解する力 

〇指示を待つのではなく、自分で考えて行動する力 

〇失敗しても、努力を続ける 

〇課題を見つけ解決策を考える 

〇思いやり など のことです。 



これらの力は、テストでは点数になりませんが、人生ではとても大切な力です。 

皆さんがよく知っている大谷翔平選手は持っていた才能だけでなく、努力を続ける力や、

自分を信じる力があったから今の大谷選手があると思います。 

皆さんの中には、「勉強が苦手だから無理」 「自分には才能がない」と思っている人も

いるかもしれません。しかし、大切なのは一気に変わることではありません。毎日 10分で

も勉強する。 挨拶を続ける。 時間を守る。 部活動を最後までやり切る。そんな小さな積

み重ねが、いつの間にか大きな力になります。繰り返しになりますが、皆さんの本当の強

さは、努力する力、 やり抜く力、 挑戦する力、つまり非認知能力にあります。 

２学期が終わるとき、「前より少し成長できた」「ハッピーな２学期だった」そう思える

ようになってくれることを期待しています。そして、「人と比べない」という事も、学校生

活、人生をハッピーにする鉄則ですので、頭に入れておきましょう。 

 

２点目は「生成ＡＩの利用について」です。これからの時代に欠かせない「生成 AI」に

ついて話します。皆さんの中にも、生成 AI を使ったことがある人は多いと思います。AI

は質問するとすぐに答えてくれて、とても便利です。しかし、ＡＩを上手に使うためには、

大切なことが二つあります。なんだと思いますか？・・・・？ 

一つ目は、「どんな質問をするか」です。 

ＡＩは質問に応じて答えを返します。あいまいな質問ではあいまいな答えしか返ってき

ません。良い答えを得るためには、自分が何を知りたいのかを正しく言葉にする力が必要

です。 

二つ目は、「その答えが本当に正しいのか」を考えることです。 

ＡＩは便利ですが、時には間違った答えを返すこともあります。そのため、答えをその

まま信じるのではなく、自分で意味を理解し、考え、判断する力が必要です。 

では、その力はどこで身につくのでしょうか？ 

それは毎日の学校生活、授業です。授業で文章を読み、話を聞き、自分の考えを書くこ

とは、まさにＡＩを使いこなすための土台をつくることです。そして読書も大切です。本

を読むことで言葉が増え、考える力や理解する力が育ちます。 

これからの社会で大切なのは、ＡＩに任せる人ではなく、ＡＩを上手に活用しながら自

分の頭で考えられる人です。その力を身につけるためにも、毎日の学校生活、授業と読書

を大切にしてほしいと思います。 

少し話がそれますが、８月に全国学力テストの分析結果が新聞に掲載されていました。

スマホ、ＳＮＳの利用時間が長いほど正答率が低下し、読書な好きな子どもほど正答率が

高かったそうです。スマホ、ＳＮＳは適度に利用するように注意しましょう。 

 

 三つ目の話は「進級卒業に向けて努力する」ことについてです。 

 １学期成績が良かった生徒、部活動などで成果を上げた生徒は、やればできるというこ

とを実感したのではないでしょうか。１学期の成果を生かし、自信をもって、自分自身を

さらにワンランク高める、自分を磨く努力をしてください。例えば、成績が２だった生徒

は３，４、５を目指す。検定で３級を持っている生徒は２級、１級を目指す。というよう

にワンランク上を目指してください。 



 また、成績が今一つだった生徒は、成績を上げる具体的な行動をしてください。例えば、

授業を真面目に受ける、怠けによる欠席や遅刻をしない。提出期限を守る。などです。 

この 2 学期、どんなに小さな目標でも構いません。「毎朝 5 分早く登校する」「1 日 1 回、

友達に感謝を伝える」など、自分でできる目標を立ててみてください。失敗してもいい。

でも、やってみる。少しずつでも動いてみる。それができた人は、きっと見える景色が変

わっていくと思います。 

 最後に、なりますが、２学期が始まって、悩んだり、心配事がありましたら、遠慮なく

周りの先生、警察など周りの人に相談してください。決して、自分だけで抱え込むことが

ないように、勇気をもって相談しましょう。 

 

まだまだ暑い時期が続きます。熱中症、インフルエンザなどの感染症対策など自己管理

をしっかりと行ってください。 

また、２学期は体育祭、清陵祭、ロードレース大会、修学旅行と大きな学校行事が続き

ます。事前の準備に時間をかけて真剣に取り組んで、思い出に残る素晴らしい学校行事に

していきましょう。 

 それでは、２学期が生徒の皆さんにとって更なる成長の２学期になるように、心から願

っています。 

                            


